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環境厚生常任委員会委員長報告  

（Ｈ２７．３．２５）  

 

環境厚生常任委員会に付託されました議案について、審査

の経過概要と結果を報告いたします。  

 

まず、第２号議案  平成２７年度亀岡市国民健康保険事業

特別会計予算でありますが、国民健康保険被保険者の疾病等

に関して必要な保険給付を行うための経費として、療養給付

費、高額療養費が主な内容であります。  

採決に先立ち、被保険者の約８０％が、年収２００万円ま

での低所得者層であり、更なる値上げにより、一層苦しい状

況になるとの反対討論が、また、賛成討論として、保険は支

え合いの制度であること、大切な保険制度を維持していくた

めには保険料値上げを含めて改正が必要であること、反対の

思いは理解できるが、国の社会保障制度の課題を亀岡市が独

自にカバーするような方策を示すのは困難であり、やむを得

ないとの意見がありました。  

採決の結果は、多数をもって原案可決すべきものと決定し

ました。  
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次に、第４号議案  平成２７年度亀岡市休日診療事業特別

会計予算でありますが、休日急病患者に対する診療事業を行

う経費であり、別段異論なく、採決の結果は、全員をもって

原案可決すべきものと決定しました。  

 

次に、第６号議案  平成２７年度亀岡市介護保険事業特別

会計予算でありますが、介護サービス給付事業及び介護予防

事業を行うための経費が主なものであります。採決の結果は、

多数をもって原案可決すべきものと決定しました。  

 

次に、第７号議案  平成２７年度亀岡市後期高齢者医療事

業特別会計予算でありますが、後期高齢者医療制度に伴う事

業を行うための後期高齢者医療広域連合納付金が主なもので

あり、別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決

すべきものと決定しました。  

 

次に、第１２号議案  平成２７年度病院事業会計予算であ

りますが、医業費用が主な内容であり、別段異論なく、採決

の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、第５１号議案  亀岡市特定教育・保育施設及び特定
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地域型保育事業の保育料に関する条例の制定については、子

ども・子育て支援法の規定に基づき、特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の保育料を定めるものであり、別段異

論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと

決定しました。  

 

次に、第５３号議案  亀岡市介護保険条例の一部を改正す

る条例の制定については、平成２７年度から平成２９年度ま

での第６期介護保険事業計画の実施に伴い、介護保険料を改

定しようとするものであります。  

採決に先立ち、１２段階区分に分かれている保険料のうち、

低所得者層区分でも値上げとなる一方で、合計所得金額８０

０万円以上の区分では上限に達して保険料が変わらないこと

について不合理であるとの反対討論が、また、賛成討論とし

て反対の思いは理解できるが、国の社会保障制度の課題を亀

岡市が独自にカバーするような方策を示すのは困難であり、

やむを得ないとの意見がありました。  

採決の結果は、多数をもって原案可決すべきものと決定し

ました。  

 

次に、第５４号議案  亀岡市地域包括支援センターにおけ
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る包括的支援事業の実施に係る人員等の基準に関する条例の

制定について、第５５号議案  亀岡市指定介護予防支援等の

事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

の制定については、それぞれ地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法

律における介護保険法の一部改正に伴い、条例委任された事

項について関係する条例を制定するものであり、別段異論な

く、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定

しました。  

 

次に、第５６号議案  亀岡市指定地域密着型サービスの事

業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部

を改正する条例の制定について、第５７号議案  亀岡市指定

地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を

改正する条例の制定については、それぞれ地域における医療

及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等

に関する法律における介護保険法施行規則等の一部改正に伴

い、関係する条例を改めるものであります。  
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採決に先立ち、反対討論として、事業所の職員は２４時間

体制で勤務しており、労働条件の過重につながるとの指摘が

ありました。  

採決の結果は、多数をもって原案可決すべきものと決定し

ました。  

 

次に、第７９号議案  亀岡市国民健康保険条例の一部を改

正する条例の制定については、国民健康保険法施行令等の一

部改正に伴い、保険料の基礎賦課額、後期高齢者支援金等賦

課額及び介護納付金賦課額における限度額をそれぞれ改める

とともに、保険料を減額する基準のうち、５割軽減基準及び

２割軽減基準の軽減対象となる所得基準額を引き上げようと

するものであり、別段異論なく、採決の結果は、全員をもっ

て原案可決すべきものと決定しました。  

 

 

以上、簡単でありますが、本委員会の報告といたします。  
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条
例
関
係 

老
人
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
賛
成 

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
賛
成 

環境厚生 
京
都
府
に
お
け
る
老
人
医
療
助
成

制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
医
療
助
成

の
対
象
者
を
65
歳
以
上
70
歳
未
満

の
者
で
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
、
ま
た
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
を
原
則
２
割
負
担

に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

制
度
が
創
設
さ
れ
た
昭
和
45
年

と
現
在
を
比
べ
る
と
、
高
額
療
養
費

制
度
の
充
実
な
ど
、
状
況
は
変
化
し

て
お
り
、
持
続
可
能
で
安
定
的
な
制

度
と
し
て
維
持
し
て
い
く
観
点
か
ら

見
直
し
を
行
う
も
の
。 

賛成 
多数 

賛
成
討
論 

有
意
義
な
助
成
で
あ
っ
た
が
、
国

の
制
度
に
ど
こ
ま
で
地
方
自
治
体
が

上
乗
せ
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
他

の
制
度
が
充
実
し
て
来
た
こ
と
も
勘

案
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

反
対
討
論 
年
金
引
き
下
げ
や
消
費
税
増
税

で
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
に
く
い
な
か
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
福
祉
制
度
の
後

退
で
あ
る
。 

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
実
施
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
を
改

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

国
の
所
得
段
階
区
分
を
基
本
に
、

被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
て

12
段
階
の
保
険
料
を
設
定
し
て
お

り
、
改
定
後
の
基
準
額
は
、
月
額
５
，

１
９
６
円
、
年
間
６
２
，
３
５
２
円

で
あ
り
、
現
行
と
比
較
し
て
月
額
６

２
円
、
年
額
７
４
４
円
の
増
額
。 

主
な
質
疑 

（
問
・
議
員
、
答
・
担
当
部
課
長
） 

問 

改
定
に
よ
り
保
険
料
が
値
上

げ
さ
れ
る
の
か
。 

 

答 

基
準
額
は
値
上
げ
と
な
る
が
、

国
の
所
得
段
階
区
分
を
基
本
に
し

て
本
市
の
所
得
段
階
区
分
を
改
定

し
て
い
る
の
で
、
12
段
階
の
う
ち

下
が
る
所
得
段
階
区
分
も
一
部
あ

る
。 


